
 

 

 

 

 

第 1412 回例会報告        平成２７年５月１４日（木）晴れ 

■出席報告 

会 員 数      38 名 
出席対象        36 名 
出席者数     24 名 
出 席 率       66.7％ 
前回修正     88.8% 

■ニコニコ BOX 

４名    8,000 円 

累  計  465,000 円 

目標額    60 万円 

達成率   77.5％ 

■今週のことば 

次年度会長本日はよろしくお願いいたします。 
 吉澤邦雄会長 
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会長挨拶 

会長 吉澤邦雄 

物の数え方 

 本日は次年度会長基本方針の発表でありま

す。いよいよ肩の荷が下りることを実感できる時期

となってきました。私の任期も残りわずかとなって

まいりましたが、スムーズに引継ぎができるよう努

めてまいりたいと思います。 

 さて本日は物の数え方について少し触れて

みたいと思います。皆様ご存知のように日本では

昔から物によって数え方が事細かに決まっており

ます。例えば大根は「一本」、花は「一輪」、ラーメ

ンは「一杯」、本は「一冊」、布は「一反」等、また、

魚について言いますと、海等で泳いでいるときは

「一匹」、これが店頭に並び販売されるときは「一

尾」、ヒラメなどの平べったい魚は「一枚」、鰹・鮪

など細長く大きい魚は「一本」、イカやタコは「一

杯」、貝類は「一貝（ばい）」と数えるのだそうです。

これらは一つ二つでもいいのですが、物の特徴を

つかんで言い回す日本独特の素晴らしい表現方

法だと思います。 

特異な例としてウサギは一羽二羽と数えます。

これはご存知のように、昔、仏教の教えで肉を食

べることが禁忌されていた時代、魚や鳥は食べて

も良かったため、貴重な食料源であったウサギを

鳥として食べるための苦肉の策だったことは有名

です。 

しかしながら中には腑に落ちない数え方もあり

ます。それは蝶を含む昆虫類は「一頭二頭」と数

えます。普通この数え方をするのは常識的に考え

て牛や馬など大きな動物を数える時の表現であり、

一般的には「一匹二匹」の方が妥当でしょう。何故

こうなったかは定かではありませんが、明治の初

期に入ってきた欧州の動物園や標本商のカタロ

グで獣などを数えるのに“head”を使うので、それ

を直訳したのではないかという説もあります。現在

では学術的には「一頭」に厳密に統一されている

わけではなく「一匹」でも「一個体」でも構わないよ

うです。私は後者の数え方を取っています。いず

れにしても“物の数え方”一つ取ってもその成り立

ちを調べるのも面白いものです。 

◇幹事報告◇ 

【連絡事項】 

１） ５月２１日の例会は休会で５月２４日「和田峠清

掃」が行われます。 

２） ５月１９日会員セミナーが午後６時より「ぎん

月」にて開催されます。 

３） ＮＰＯ法人しなとべより設立記念「諏訪湖創生

講演会」の案内と参加要請が届いています。 

４） 名古屋税関諏訪出張所開設３５周年記念事業

「講演会」のパンフレットが届いています。関

心ある方は幹事までご連絡ください。 

【受領文書】 
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１） 諏訪ＲＣよりウィークリーが届いています 

----------------------------------------- 

1412回例会 

次年度会長基本方針発表 

本日の例会は、御子柴文夫次期会長による次

年度基本方針

の発表でした。 

発表に先立ち、

西澤幹事予定

者より挨拶があ

り引き続き基本

方針の発表に入

りました。 

31 期によせて 

御子柴文夫 

2015-2016 年度の当クラブは 31 年目に入り而

立の年〔論語〕2年目です。 

国際ロータリー会長はスリランカ民主主義人民

共和国コロンボ RCラビンドラン氏です。 

「増悪増悪によって止むことなく増悪を捨てるこ

とによって止む〔仏陀〕」の言葉とともに第2次世界

大戦対日賠償請求を 1951 年ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ講和会

議にて放棄してくださった〔ｾｲﾛﾝ〕国です。 

2015-2016年度 RIテーマ「世界へのプレゼント

になろう」が発表されております。「私たちの人生

の価値はどれほど得たかではなく、どれほど与え

たかによって判断される。」と述べておられます。 

第 2600 地区 2015-2016年度ガバナーは松本

RC望月宗敬氏です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区標語「思い起こそうロータリーの心と原点」

行動指針「今見直しに勇気を！！」が発表されて

おります。 

当会が 30周年を機会にまとめた奉仕活動の検

証から導き出された「過去を振り返り、過去を尊重

し、そして将来（35周年）を見据えて新たな歩みを

始める。」と同じ心が根底にあります。 

7 月からの新年度に向けての事業計画策定で

は以下を基本的な考えとして参ります。 

1.情報の共有に努める。全会員が状況を把握

しているように図る。 

2.全会員が和気藹々同じ時を共有するように

図る。異なった経験と価値観の差異を認め互いに

互いに知る努力をした上で物事を進めて行く。 

3.伝える資料は要点を簡潔に先に提示して理

解を願う。 

各委員会が主体的に事業を推進して下さること

を尊重し、幹事の支えのもと努めてまいる所存で

す。 

尚、地域の祭り「御柱祭」が催される年度です。

例年に付加される事業となりますので宜しくお願

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海老原十三、高山巌、尾上正弘、宮坂英貴の各会員 

今月の結婚祝!! 


